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第１６回わんぱくキャンプのしおり
だ い

ネイチャーストーリー

森の中で、何かが始まろうとしていた。森の精霊たちが、動物たちが、そして木々たち
もがざわめき始めている。すばらしいことが起こるのか？あるいはとんでもないことが
起こるのか？今、自然の物語『 』の幕が開き、わんぱくたちの冒ネイチャーストーリー
険が始まる。
さて、ここはナチュレの森。今日も狐のゴンとその仲間たちが楽しく遊んでいます。

森で出会ったゴンとわんぱくたち、たちまち友達になりました。一緒に遊んだり、生活
したり、冒険したり、秘密の基地を作ったり……。ところが大事件が発生しました。ゴ
ンとわんぱくたちは解決できるのでしょうか？
これは、狐のゴンとわんぱくたちが森の冒険を通して成長していくお話です。

福山市キャンプ協会主催
しゅさい ふくやまし き ょ う か い

２００３年８月１日(金)１４ ０ ～８月３日（日) 解散日 時 : 0 16:00
に ち じ ね ん に ち きん に ち にち かいさん

広島県立福山少 年自然の家場 所
ば し ょ ひろしまけんりつふくやましょうねんし ぜ ん いえ

ド ラ マ キ ャ ン プ わ ん ぱ く キ ャ ン プ の ホ ー ム ペ ー ジ内 容
http://www30.tok2.com/home/wcw/

班 名前
は ん な ま え
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プログラム

８月１日（金）
１３：３０｛受付｝体育館前の藤棚

うけつけ たいいくかんまえ ふじだな

１４：００｛ ｝ 体育館前の藤棚出会い
で あ たいいくかんまえ ふじだな

１４：３０｛僕たちは友達だよね｝体育館
ぼく ともだち たいいくかん

１５：３０｛ ｝おなかがすいたからご飯を作るのです。
ごはん つく

１９：３０｛ ｝ファイヤー場夜はちょっぴり怖いけど
よる こわ じょう

２２：００｛今日はお休みなさい｝ 各テント
き ょ う お やす かく

８月２日（土）
６：３０｛ ｝ ファイヤー場ダンゴムシ競 争

きょうそう じょう

７：００｛朝飯｝ 炊事場
あさめし す い じ ば

９：３０｛ ｝ファイヤー場森を守るのです
もり まも じょう

１２：００｛昼飯｝ 炊事場
ひるめし す い じ ば

１４：００｛ ｝倉庫前僕たちの秘密
ぼく ひ み つ そ う こまえ

１６：００｛ ｝ 炊事場パーティーだ、パーティーだ。
す い じ ば

１８：３０｛ファイヤーの準備｝ファイヤー場下の広場
じゅんび じょう か ひ ろ ば

１９：３０｛ ｝ ファイヤー場やっぱり夜は、キャンプファイヤーだよ
よる じょう

２２：００ ｛お休みなさい｝
お やす

８月３日（日）
６：３０｛ ２｝ファイヤー場朝を遊ぼう

あさ あそ じょう

７：００｛朝 食｝ 炊事場、各テント
ちょうしょく す い じ ば かく

９：３０｛ ｝ファイヤー場大事件発生
だいじ け んはっせい じょう

１２：００｛ ｝こうして僕たちのお話ができたのです
ぼく おはなし

１５：００｛ ｝玄関前さよなら、きっとまたあおうね。
げんかんまえ

わんぱくキャンプの食事計画
１日目 夜 自分たちでメニューを考えて
２日目 朝 「御飯とみそ汁」
２日目 昼
２日目 夜
３日目 朝 「パン食」 ホットドッグ・食パン
３日目 昼 「弁当」
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もって行く物
い も の

持ち物には必ず名前を書いてください
も ち も の かなら な ま え か

･忘れ物のないようにしてください｡
わすれもの

･雨が降っても行いますので､雨具(カッパ)をもって来てください｡また､雨に濡れたとき
あめ ふ おこな あ ま ぐ き あめ ぬ

と夜間は寒くなりますので､防寒の用意(長袖の服と長ズボン)と着替えを十 分もって来
やか ん さむ ぼうかん よ う い ながそで ふく なが き が じゅうぶん き

てください｡
･体 調は十 分整えておいてください(前日の夜更かしをしないようにご留意ください)
たいちょう じゅうぶんととの ぜんじつ よ ふ りゅうい

･持病のご心配な方についてはご連絡ください｡また､自分で処置できるように練 習して
じびょう しんぱい ほう れんらく じ ぶ ん し ょ ち れんしゅう

置くことも大切です｡ ｹｶﾞ､病気などについては応 急手当のみとします｡/
お たいせつ びょうき おうきゅうて あ て

おやつゲームなどはもって来ないでください｡*
こ

□行く前 ○帰るとき持ち物をチェックしよう
も ち も の い まえ かえ

□健康カードとアンケート１受付に提 出/
けんこう うけつけ ていしゅつ

□しおり○ □筆記用具○ □木綿の手袋○ □水筒／重くないもの○
ひっき よ う ぐ も め ん てぶくろ すいとう おも

□帽子○ □タオル○ □洗面用具(歯磨きセット､セッケン) ○
ぼう し せんめんよ う ぐ は み が

□着替え(服、下着､靴下など。虫除け、けが防止に長袖､長ズボンも必要※１回分ずつナ
き が ふく し た ぎ くつした む し よ ぼ う し ながそで なが ひつよう かいぶん

イロン袋に入れておくといいです。)○
ぶくろ い

□懐 中電灯○ □雨具(カッパ) ○ □ハンカチ○ □ちり紙
かいちゅうでんとう あ ま ぐ ち り が み

□虫よけスプレー､虫さされの薬 ､持病薬 ､衛生用品など個人に必要な物○
むし むし くすり じびょうくすり えいせいようひん こ じ ん ひつよう もの

□はし○ □米 合 □新聞紙１～２日分4
こめ ごう しんぶんし ふ つ かぶん
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わ ん ぱ く っ 子 宣 言
っ こ せ ん げ ん

合い言葉は、チャレンジ バイ チョイス
あ い こ と ば

（やるかやらないかは自分で決めよう）
じ ぶ ん き

…積 極的に参加しよう。今、ここにいる
いま せっきょくてき さ ん か

……………体と心の安全に気をつけよう安全に
あんぜん からだ こころ あんぜん き

…感じたことを素直に伝えよう正 直に
しょうじき かん す な お つた

………目 標を決めて、進んでいこう。目 標設定
もくひょうせってい もくひょう き すす

…「失敗は成功の元」前向きに
ま え む しっぱい せいこう もと

。思いやり…自分にも他人にも思いやりと心 配りの気持ちを持とう
おも じ ぶ ん た に ん おも こころくば き も も

目 標を決めて、その達成のためにみんなで協 力しよう。
もくひょう き たっせい きょうりょく

自分や他の人を大切にしよう 心や体の安全には気をつけ そのためにルールには従。 、
じぶん た ひと たいせつ こころ からだ あんぜん き したが

おう。
自分や誰かが大切にされてないと感じたときは 正 直に伝えよう そして いわれた人、 。 、
じぶん だれ たいせつ かん しょうじき つた ひと

はそれを素直に受け入れよう。
すなお う け い

人を大切にしないようなことが起きたときは、みんなでそれを変える努力をしよう。
ひと たいせつ お か どりょく

しっかり寝よう 帽子をかぶろう
ね ぼう し

しっかり食べよう 危ないことはしない
た あぶ

(食べ過ぎはﾀﾞﾒ) 汗をかいたら着替えよう
た べ す あせ き か

生水は飲まない 暑いときは服を脱ぐ
なまみず の あつ ふく ぬ

ウンチやしっこは 寒いときは服を着る
さむ ふく き

きちんと
一人だけで行動しない
ひと り こうどう

危ない場所には
あぶ ば し ょ

近寄らない
ちかよ

坂道は走らない
さかみち はし

荷物はきちんと整理しておこう 関係する物は､まとめて
にもつ せ い り かんけい もの

よく使う物は出しやすいところに ﾋﾞﾆｰﾙ 袋 に入れておくとよい｡
つか もの だ ぶくろ い

下着は､一つにまとめて袋に入れておく
したぎ ひと ぶくろ い
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衛生と健康
え い せ い け ん こ う

ゴミは決めら 知らない植 物 蛇だって人間がこわい 蜂には触るな近づく
き し しょくぶつ へび にんげん はち さわ

れた所へ にむやみに触るな 草むらに飛び込むな な
ところ さわ くさ と

刃物は絶対人に向けな 火や刃物を使うときには
はも の ぜったいじん む ひ は も の つか

い 十 分気をつける
じゅうぶん き

雨なんてへっちゃらさ。でも
あめ

ぬれたら､よく体をふいて着替
からだ

えよう

【ケガ】 【やけど】 【鼻血】 【目にゴミ】
はな ぢ め

水で洗って手やガ 水をｼﾞｬｰｼﾞｬｰ 頭 を高くして１ 目を絶対こすらな
みず あら て すい あたま たか め ぜったい

ーゼで押さえる と２０分以上か ０分以上鼻をつまむ い。水の中で目をパ
お ふんいじょう ふんいじょうはな みず なか め

ける チパチさせる

【かぶれ】 【熱 中症】
ねっちゅうしょう

濃い石けん水で洗う 木陰でボタンを外し静か
こ せ っ け ん す い あら こ か げ はず

ケガをしたりに休む
やす

病気になったら
びょうき

近くの大人に知らせる
ちか じん し
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食 事 を 作 ろ う
し ょ く じ つ く

１．ハンゴウにお米を量っていれる(中ブタ…米 合､2
こめ はか なか こめ ごう

外ブタ…米 合)3
がい こめ ごう

● 合(大人 人分､子ども 人分)…外ブタ 杯3 3 4~6 1
ごう お と な ひとふん こ ひとふん がい いっぱい

● 合(大人 人分､子ども 人分)…中ブタ 杯4 4 5~8 2
ごう お と な ひとふん こ ひとふん なか はい

２．お米を洗う
こめ あら

水を少し入れ､外ブタをする｡
すい すこ い がい

両手で上下から押さえ､ 回 位 力 強く振20
りょうて じょうげ お かいくらいちからづよ ふ

る｡
水を数回取り替える｡
すい すうかい と り か

３．水を入れる(下の線… 合､上の線… 合)2 4
すい い した せん ごう うえ せん ごう

● 合…上と下の線の真ん中より少し上( 位 )まで､水を入れる｡3 5
ごう うえ した せん ま ん な か すこ うえ くらい すい い

● 合…上の線より少し上( 位 )まで､水を入れる｡4 5
ごう うえ せん すこ うえ くらい すい い

４．外ブタをして火にかける(中ブタは外しておく)｡
がい ひ なか はず

● 多いときは､腹と腹､背と背を合わす｡
おお はら はら せ せ あ

● 炎 がハンゴウより上に出ない
ほのお うえ で

ようにする｡
弱火 分位/5
よ わ び ふんくらい

火を強める 分位/5~10
び つよ ふんくらい

沸騰したら中火 分位/10~15
ふっとう ちゅうび ふんくらい

５．湯気が出なくなり､水分がなく
ゆ げ で すいぶん

なったら火から下ろす｡
ひ お

● ハンゴウの周りに白いものがつ
まわ しろ

く｡
● 木やスプーンを当てると､ゴト

き あ

ゴトしない｡
● ご飯の表 面にポツポツと穴が

ご は ん ひょうめん あな

できる｡
６．ハンゴウを逆さまに置いて､蒸らす( 分)｡10

さか お む ふん

● このとき､新聞紙や草でこすり､ススを落とす｡
しんぶんし くさ お

● ハンゴウの底を､絶対に叩いてはいけない｡
そこ ぜったい たた

７．｢いただきます｣
● 空になったハンゴウに､水や湯を入れておくと､ご飯がれや

から みず ゆ い ご は ん

すい｡
８．ハンゴウを洗い､数を調べ､片付ける｡

あら かず しら か た づ

ハンゴウやナベを持つとき､軍手をして火傷しないように
も ぐ ん て や け ど

注意しよう｡
ちゅうい
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肉、ジャガイモ、タマネギ、ニンジンがあれば、いろんな料理が作れます。

（これはみんな同じだよ）基本
材料 肉 ジャガイモ ニンジン タマネギ ４分の１個
一人分の量 個 ４分の１個50g 0.7
１．洗う まず、水で洗います。
２．皮をむく × 包丁の背中、お玉、スプー 表面の薄皮を、手

皮はむきません ン、などを使って、こするよ でむいていきます。
うに皮をむきます。

３．切る ３～ くら ～ の四角になるよう 八つに分けるよう4cm 2 3cm
いに切ります。 に切ります に切ります。

○チャーハン、丼、炊き込み
ご飯の時は、 ～ くら7mm 1cm
いの大きさにします。

※早く作るときは、小さく切ります。
この後 ※鍋にサラダ油を引いて、肉を炒め、ジャガイモ、ニンジン、タマネギ

を加え、よく炒めます （時間のない時はしなくてもよい）。
※肉は色が変わります。ジャガイモ、ニンジンは、ハシが突きささるく
らい。タマネギは透き通ってきます。

この後、味付けを変えると、いろいろな料理ができます。

カレー
・水 お玉１杯 ・カレールー１人分

味付け材料
添え物 ・福神漬けからっきょう・ゆで卵など
好みに応じて ・ソース・生卵
１．煮る 肉、ジャガイモ、ニンジン、タマネギに水を加え、にます。

※煮立ってきたらあくを取ります （省略してもよい）。
２．カレール 材料が柔らかくなり、煮立ってきたら、お玉の中でカレールーを溶か
を入れる しながら、鍋の中にカレールーを加えます。
３．更に煮る とろみがつくまで更に煮ていきます。
４．完成 好みのとろみになったらできあがりです。

、 。 、 、５．盛りつけ お皿にご飯をつぎ カレーをかけます 添え物をのせ 好みに応じて
ソースや、生卵を加えます。
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肉ジャガ
味付け材料 ・水 ・酒 大さじ ・みりん 大さじ半分 ・砂糖 大さじ100ml 1

１杯と半分 ・醤油 大さじ１杯と少々
１．煮る 肉、ジャガイモ、ニンジン、タマネギに水、酒、みりん、さとう、

醤油を加え、にます。
※煮立ってきたらあくを取ります （省略してもよい）。

２．ふたをする ふたをして、さらに煮ます。
３．完成 水分がなくなってきたらできあがりです。
４．盛りつけ お皿に盛りつけます。

シチュー
味付け材料 ・水 カップ 杯 ・コンソメ（シチューの素）１人分1.5
好みに応じて ・ケチャップ大さじ半分・塩少々・こしょう少々

、 、 、 、 、 。１．煮る 肉 ジャガイモ ニンジン タマネギに水 コンソメを加え にます
※煮立ってきたらあくを取ります （省略してもよい）。

２．更に煮る ふたをして弱火で 分くらい更に煮ます。 ケチャップ・塩・こし20
ょうを入れ味を調えます。

３．完成

スープ
味付け材料 ・水 カップ１杯 ・コンソメ（スープの素）１人分
添え物 ・福神漬けからっきょう・ゆで卵など
好みに応じて ・パセリ少々（みじん切りにしておく）
１．煮る 肉、ジャガイモ、ニンジン、タマネギに水コンソメを加え、にます。

※煮立ってきたらあくを取ります （省略してもよい）。
。 。２．完成 塩・こしょうを入れ味を調えます 好みに応じてパセリを散らします

ドライカレー
味付け材料 ・カレー粉１人分 ・サラダ油大さじ 杯1
１．炒める フライパンに油大さじ半分を入れ、肉、ジャガイモ、ニンジン、タマ

ネギを加え、炒めます。
※煮立ってきたらあくを取ります （省略してもよい）。

２．ご飯を入 更に油大さじ半分を入れてほぐしながら炒め、カレー粉を加え、軽く
れる 炒めます 。。
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テ ン ト で 寝 よ う
ね

１．テントのはる場所と向きを決める｡
ば し ょ む き

● 水平な所 ､入り口は風下
すいへい ところ い り ぐ ち かざしも

２．ゴミや小石を取り除く
こいし と り の ぞ

３．グランドシートを広げる
ひろ

４．テントをグランドシートの上に重ねる｡
うえ かさ

５．親綱のペグの位置を決め､ペグを打つ｡
おやつな い ち き う

６．テントの中に支柱を入れ立てる｡
なか しちゅう い た

● フライシートもかけておく｡
７．テントの入り口を閉め､親綱を支柱にかけて張る｡

い り ぐ ち し おやつな しちゅう は

● テントの棟がピンとなるように
むね

８．テントの四隅をペグでとめ､角綱を対角線に張り､
よす み かどつな たいかくせん は

たるみをなくす｡
９．両 側の腰綱を張る｡

りょうがわ こしつな は

● 屋根の傾斜と一直線｡
や ね けいしゃ いっちょくせん

● ペグが一直線に並ぶように｡
いっちょくせん なら

．裾布をグランドシートの下にいれ､テントとグラ10
すそぬの した

ンドシートを結び､裾をペグでとめる｡
むす すそ

．親綱､腰綱を調 節し､しわをなくす｡11
おやつな こしつな ちょうせつ

．雨に備えて､テントの周りに溝を掘る｡12
あめ そな まわ みぞ ほ

親綱に白い布を巻く｡
おやつな しろ ぬの ま

テ 親綱は夜少しゆるめる｡
おやつな よるすこ

ン テント内では火を使わない｡
ない び つか

ト 荷物はまとめて､広く使う｡
に も つ ひろ つか

の 体の弱い人は中 央に寝る｡
からだ よわ ひと ちゅうおう ね

使 用便の近い人は入り口付近に｡
し よ う びん ちか ひと い り ぐ ち ふ き ん

い 雨のとき､テントに触らない｡
あめ さわ

方 寒いときは､背中に新聞紙を入れる｡
かた さむ せ な か しんぶんし い
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キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー

君が主役のｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ すばらしいﾌｧｲﾔｰにしよう｡!
くん しゅやく

【ひぐらしの集い】 説明と練 習
つど せつめい れんしゅう

･ﾌｧｲﾔｰの説明をしっかり聞く｡
せつめい き

･歌やｹﾞｰﾑの練 習をする｡
うた れんしゅう

【入 場】 ﾌｧｲﾔｰ 場へ行く
にゅうじょう じょう い

･静かに並んで入 場｡
しず なら にゅうじょう

･懐 中電灯などは持って行かない｡
かいちゅうでんとう も い

･営火長を北にして､きれいな円になる｡
ひ ちょう きた えん

【第一部】 儀式の火
だいいち ぶ ぎ し き ひ

･静かに､おごそかに､おしゃべりしない｡
しず

･歌や献詞は大きな声で｡
うた け ん し おお こえ

【第二部】 楽しむ火
だい に ぶ たの ひ

･おなかの底から楽しもう｡
そこ たの

･恥ずかしがらないで思いっきりやる｡
は おも

･出し物は､楽しいものを工夫しよう｡
だ し も の たの く ふ う

･でも､自分勝手はしない｡
じぶ ん が っ て

【第三部】 今日を振り返る火
だいさん ぶ き ょ う ふ り か え ひ

･ 心 を落ち着け､静かにする｡
こころ お ち つ しず

･今日の自分を振り返る｡
きょ う じ ぶ ん ふ り か え

【退 場】
たいじょう

･きちんと並んで退 場
なら たいじょう

点火係
てん かがかり

スタンツのやり方トーチを運び､火床に点火する｡
はこ ひ ゆか て ん か や り か た

ファイヤー(火)に顔を向けてやる｡献詞係
けんしがかり ひ かお む

キャンプの感想や誓いを言う｡ 班の場所か､火のまわりでやる｡
かんそう ちか い はん ば し ょ ひ

みんなで協 力､みんなが主役｡
きょうりょく しゅやく

楽しい物､おもしろいものを工夫｡
たの もの く ふ う

言葉や動作は､大きくはっきりと｡
こ と ば ど う さ おお

だらだらせず､キビキビと｡
時間はきちんと守る｡
じ か ん まも

見る人は本気で見る｡
み ひと ほ ん き み

終わったら､大きな拍手を｡
お おお はくしゅ
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テント
１ 救急（スタッフ）
２ １、２班男子
３ １、２班女子
４ ３、４班男子（中高生）
５ ３、４班女子（中高生）
６ ５，６班男子
７ ５、６女子
８ 救急（中高生）
９ ７、８班男子

７、８班女子10
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71 29 42第１６回わんぱくキャンプ参加者名簿 名女 男

だ い か い さ ん か し ゃ め い ぼ

班 ﾌﾘｶﾞﾅ 氏名 性 班 ﾌﾘｶﾞﾅ 氏名 性

１班 ﾀﾀﾞﾉ ｻﾄﾐ 但野 聡美 女 小１ ５班 ﾖｼｲｶﾅｺ 吉井香奈子 女 小１

女3 ﾋﾗﾀ ﾘﾝｺ 平田 倫子 女 小３ 女3 ｺﾀﾆﾏｻｺ 小谷 真子 女 小３

男6 ｵｵﾜﾀﾘﾂｶｻ 大渡 典 女 小４ 男5 ｵｶﾓﾄﾏﾎ 岡本 真穂 女 小４

計9 ｽｷﾞﾊﾗ ｿｳ 杉原 颯 男 小２ 計8 ｴﾀﾞﾋﾛﾕﾀｶ 枝廣 侑隆 男 小２

ｵﾝﾍﾞ ﾀｸﾏ 遠部 拓磨 男 小２ ｲﾏｵｶﾄｼﾉﾘ 今岡 利徳 男 小２

多木弥生 ﾆｼﾔﾏｼﾝｲﾁﾛｳ 西山慎一郎 男 小２ 佐藤寿美 ﾆｼｴﾀｲｷ 西江 大気 男 小３

食事12 ﾌｼﾞｲﾕｳﾀ 藤井 祐太 男 小３ ｴﾉﾓﾄｼｮｳﾀ 榎本 翔太 男 小５

ｻｻｷ ﾀｶﾔ 佐々木貴也 男 小５ 食事12 ｸﾆﾉﾌﾞ ﾕｳﾄ 国延 優人 男 小６

ﾋﾛﾄﾊﾝﾀﾞ 半田 寛人 男 小６

２班 ｱｵﾔﾏ ﾕｳｶ 青山 夕華 女 小１ ６班 ｺﾀﾆ ﾕｳｺ 小谷 祐子 女 小１

女4 ｶﾝﾊﾞﾗ ﾓｴｶ 神原 萌花 女 小２ 女3 ﾅｶﾞﾐﾂ ﾁﾎ 長光 千帆 女 小３

男5 ｷｯﾀｶ ｻｲｺ 橘高 彩子 女 小３ 男6 ｸﾗﾏ ｼｵﾘ 倉間 志織 女 小５

計9 ﾅｶﾞﾐﾂ ﾏﾎ 長光 満帆 女 小４ 計9 ｷｯﾀｶ ｶｴﾃﾞ 橘高 楓 男 小２

ﾓﾘｶﾜ ﾂﾊﾞｻ 森川 翼 男 小２ 岡田朋子 ｵｵﾏﾁ ﾀｲﾁ 大町 太一 男 小２

ｺﾔﾏ ﾀｶﾋﾛ 小山 敬祐 男 小２ 佐藤寿美 ｺﾊﾞﾔｼﾅｵｷ 小林 尚輝 男 小２中山
多木弥生 ﾑﾗｶﾐ ﾀﾂｲ 村上 龍意 男 小３ 食事11 ｷﾀﾃﾞﾋﾛﾋｻ 北出 裕久 男 小３

食事12 ｼﾛﾓﾄ ﾖｼﾋﾛ 城本 芳裕 男 小５ ｽｷﾞﾊﾗﾀｶﾋﾄ 杉原 貴仁 男 小４

ｵｶﾀﾞ ｱｷﾉﾘ 岡田 晃典 男 小６ ｲﾉｳｴｺｳｷ 井上 功希 男 小６

３班 ｷｯﾀｶﾏｲ 橘高 舞 女 小１ ７班 ﾐﾄｳｻﾔｶ 三藤 清香 女 小２

女4 ｻｲﾄｳ ﾐｳ 齋藤 美羽 女 小２ 女3

男5 ﾀｶﾔﾏ ﾕｷ 高山 友希 女 小４ 男4 ｼﾗﾂｷｱｶﾈ 白附明音 女 小４

計9 ｶﾝﾊﾞﾗ ﾖｳｺ 神原 陽子 女 小５ 計７ ﾋﾗﾀ ﾓﾓｺ 平田 桃子 女 小５

ﾔﾉ ﾀｶﾋﾛ 矢野 貴裕 男 小２ ｵｶﾓﾘﾖｼﾋﾛ 岡森 吉宏 男 小１佐藤大
ﾔﾏｳﾁ ｼｭｳﾄ 山内 周敏 男 小２ 鶏内成子 ｼﾛﾓﾄﾀｹﾐ 城本 嵩巳 男 小２宮本オ
ｺｳﾉﾍﾞ ﾕｳｷ 高延 勇輝 男 小３ ﾆｼｶﾜﾕｳﾉｽｹ 西川侑之介 男 小３キオ

食事12 ﾊﾝﾀﾞ ﾃﾂﾔ 半田 哲也 男 小３ 食事10 ｺﾊﾞﾔｼﾂｶｻ 小林 司 男 小３

ﾌｼﾞｲ ｹｲﾀ 藤井 啓太 男 小６

４班 ｲﾀﾞ ﾀｶﾖ 井田 隆代 女 小２ ８班 ｺﾊﾞﾔｼﾏﾅﾐ 小林 愛美 女 小２

女4 ﾊｼﾓﾄ ﾕﾐ 橋本 有美 女 小３ 女4 ﾀｶﾊｼ ｶﾅ 高橋 香奈 女 小３

男4 ﾐﾄｳ ﾊﾙｶ 三藤 悠 女 小４ 男5 ﾌｼﾞｲ ﾕﾐ 藤井 友美 女 小４

計８ ｵｵﾜﾀﾘﾐｽﾞｷ 大渡 瑞樹 女 小６ 計9 ｵｵﾊﾏｱﾕﾐ 大浜 愛弓 女 小６

ｴﾉﾓﾄ ﾘｭｳｼﾞ 榎本 竜士 男 小１ ﾌﾙｶﾜﾀｲｾｲ 古川 泰誠 男 小１川上泰弘
長光敬子 ｸﾗﾏ ﾕｷﾋﾛ 倉間 志大 男 小３ 鶏内成子 ﾓﾄﾑﾗｼｭﾝﾔ 本村 駿弥 男 小２

ｵﾁｱｲ ﾋﾛｼ 落合 浩 男 小４ ﾀｶﾀ ﾂﾖｼ 高田 剛志 男 小３宮本オ
食事10 ｵｶﾀﾞ ﾔｽﾋﾛ 岡田 康裕 男 小５ 食事11 ｵｶﾓﾄﾓﾄｺｳｷ 岡本 航輝 男 小４

ｶｷﾓﾄｼﾝｼﾞ 柿本 真司 男 小５
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